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○７月２０日～ 

 

再び国内の感染者が増加してきています。 

政府の Go Toキャンペーンという旅行支援策も効果がどれほどなのか不明です。 

オリンピックの延期で打撃を受けた旅行や宿泊業を救う意図もあってオリンピック開催日

程に合わせて無理やり７月２２日を設定したという話もありますがオリンピック中止の可

能性が出てくれば景気は腰折れしそうです。日米の企業決算のニュースにも注目です。 

海外もナスダックなど好調だった株価にかげりが出てきました。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は１０７円を中心に狭いレンジが続いています。 

１０６－１０８．２円のレンジをどちらにブレイクするかに注目したいです。 

レンジ内の動きが続けば１０６円台で買い、１０８円手前で利益確定の１円程度の細かい

売買戦略しかなさそうです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円もあまり動きがありません。 

株価と同じく上値が重くなってきているペアも多く、週明けから株が調整入りとなればク

ロス円も下げてくるリスクがあります。 

６月中旬につけた安値からの上昇トレンドが崩れてくるかどうかもポイント。 

    

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

日本では日銀・金融政策決定会合議事要旨、６月貿易統計、６月全国消費者物価指数など

があります。 

米国では６中古住宅販売件数、前週分新規失業保険申請件数、６月景気先行指標総合指数、

７月製造業・サービス業ＰＭＩ（速報値）、６月新築住宅販売件数などが発表されます。 

欧州では、ドイツとユーロ圏で７月製造業・サービス業ＰＭＩ（速報値）などがあります。 

ほかには、カナダで小売売上高、南アフリカで政策金利の発表などがあります。 


